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:ま え が き

現行の機械移植苗育苗において, 5葉苗は第 1報で述べ

たように,播種期,播種量,温度管理,育苗日数等を変え

ることにより確保されることを明らかにした。本報では 5

葉苗育苗における施肥法等の改善による葉齢増加,苗質改

善及び低温活着性向上等について検討し,成果を得たので

報告する。

2試 験 方 法

(1)施肥量の検討

播種量と施肥量を組み合せて育苗し,L△I,葉齢等に対

する効果について検討した (区の処理は結果の表を参照)。

育苗条件は床土深 3昴 ,有孔育苗箱,腐植質火山灰土,散

播,置床施肥量20-25-20,/″ , ハウス育苗, 4月 11日

播種,加温出芽とし, 5月 28日 に調査 t/た。

(2)追 Ile時期,肥料の種類,資材の検討

播種量を60夕 ,80夕 の 2段階とし,追肥時期と量につい

ては 2葉 , 3葉 , 4葉期に各成分 1夕 ,及び25葉 と35

葉期に各成分 15夕 とした。また肥料の種類はNのみは硫

安,NPKは PK液肥に硫安を溶解して施用した。 床土ヘ
の資材の混合はニトロフミン酸無施用と100′ 施用とし,

表 1 施肥量と各形質
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以上を組み合せてL8直交配列法で育苗試験を行った。 基
肥は全区 1-3-2′ とし,PIは 55に調整した。また播
種は 4月 5日 で,調査は5月 23日 に実施した。その他は (1)

に準した。次に育苗して得られた苗を本田に移植し,冷水

は用水を掛流し,温水区は水尻で慣行水管理を行い,10日

後に各形質を調査した。

(3)苗質と発根力

床土混合資材の種類 (完熟ltt肥,腐植酸,ニ トロフミン

酸)と施用量 (少・多 ),追肥の有無を組み合せて育苗し,

得られた苗の窒素含有率,ク ロロフィル含有量,同保存力

(切離葉15℃′暗所12日間後定量 ),発根力 (剪根して木

田移植,掛流し処理 10日後の 2疇以上の発根数 )を調査し

た。

3試 験 結 果

(1)基肥量

箱内窒素 2′ での育苗は第 1葉鞘長,第 2葉身長が伸び.

葉面積指数が増大して 4葉以後の出葉が停滞するが,箱内

窒素を 1′ に減肥して,育宙前期の低温管理と2葉期以後

の追肥によって,育苗後期の出葉速度が早まり葉齢が増加

する(表 1)。 また,置床施肥量は従来の中苗育苗基準量
で十分と思われる。
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(2)追肥時期,肥料の種類,資材の検討

追肥の量と時llJは 1-1-1夕 と15-15夕 では各形
質に差が少なく,N単肥で施用するよりもNPKの三要素
で施用すると,卓丈がやや短く乾物重が増加してくる。ま

た,ニ トロフミン酸を施用すると出芽～ 2葉期の生育が抑

制されるが,それ以後の窒素吸収が旺盛となり生育量が増

大し,窒素,加里,マ ンガンなどの含有率が高くなるほか ,

燐酸の吸収も促進される (表 2)。

(3)体内成分と発根カ

5葉苗の窒素濃度と発根力,ク ロロフィル含有量 保存
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表 2 追肥時期,肥料の種類,資材の検討
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表 3 移植 10日後の各形質要因効果
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力と発根力とは,いずれも正の相関が認められるが (図 1),

ニトロフミン酸や腐植酸を施用すると窒素や燐酸の吸収が

増大して,低温冷水下での発根力が高く活着が良好となる

(表 3)。  5葉苗の栄養条件の期待値は乾物重 25,(100
本 ),室素含有率4%,燐酸含有率 1%前後を目標にすれ
ば良いと考えられる。

4 要 約

5葉苗の苗質改善のための施肥法について検討し次のよ

うな結果を得た。基肥は箱当たり成分 1-3-2夕 ,追肥
は総量で3夕 を2～ 3回にわけて施用する。また,追肥は

三要素で与えると効果が高い。置床施肥は成分で
"-25-20夕 /″ とする。床土にニトロフミン酸を施用すると床土

のPIIが矯正され,さ らに育苗初期の生育を制御して後期

の葉数増加が期待できる。また苗の生理活性が高まり,低

温,冷水下での本田初期生育が良好となる。
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